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５
月
８
日
か
ら
５
類
感
染
症
へ
移
行

 　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
が
変
わ
り
ま
す

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

炬
火
リ
レ
ー
走
者
募
集
！

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
負
担
は
継
続
し
ま
す

■
春
開
始
接
種（
５
月
８
日
〜
８
月
） 

 

対
　
象   

①
高
齢
者（
65
歳
以
上
）、
②
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
、
③
医
療
従
事
者
・
介
護
従
事
者

な
ど

◇
①
は
接
種
券
発
送
済
み
。
②
③
は

　
接
種
券
発
行
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ

　
い

　
※
未
使
用
の
接
種
券
も
使
用
可

 

問
い
合
わ
せ   

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
833
・
９
５
６
７

主
な
変
更
点

◇
外
出
制
限
な
ど
の
行
動
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

◇
保
健
所
か
ら
陽
性
者
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん

◇ 

検
査
料
や
外
来
医
療
費
の
公
費
負
担
が
終
了
し
、

保
険
診
療
と
な
る
た
め
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す

　
※
経
口
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
な
ど
の
新
型

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬

　
　
は
、
外
来
・
入
院
と
も
に
、
当
面

　
　
の
間
は
公
費
負
担
を
継
続
し
ま
す

■
療
養
期
間
の
目
安
な
ど

◇
発
症
翌
日
か
ら
５
日
間
を
経
過
し
、
か
つ
５
日
目

に
症
状
が
続
い
て
い
た
と
き
は
、
熱
が
下
が
り
、

痰
や
喉
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
軽
快
し
て
24
時
間

程
度
が
経
過
す
る
ま
で
が
目
安
で
す

◇
10
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
や

高
齢
者
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
人
と
の
接
触
を
控
え
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
ま
す

◇
詳
し
く
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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症
状
が
あ
る
と
き
は
？

◇
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
か

　
か
り
つ
け
医
か
外
来
対
応
医
療
機
関
へ

　
相
談
を

◇
基
礎
疾
患
が
な
い
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク

　
が
低
く
、
軽
症
の
人
は
、
医
療
用
・
一

　
般
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
抗
原
定
性
検
査
キ

　
ッ
ト
に
よ
る
自
己
検
査
の
活
用
を

◇ 

外
来
対
応
医
療
機
関
は
市
HP
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受

診
先
に
迷
う
と
き
は
コ
ロ
ナ
相
談
か
ご
し
ま
☎
833
・

３
２
２
１（
24
時
間
対
応
）か
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
216
・
１
５
１
７（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）へ

陽
性
と
診
断
さ
れ
た
ら
？ 

◇ 

医
師
の
指
示
の
も
と
療
養
し
て
く
だ
さ

い
。
自
宅
療
養
が
基
本
と
な
り
ま
す

　
※ 

医
師
に
よ
り
入
院
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
院
医
療

費
は
、
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
か

ら
最
大
２
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
す

◇ 

隔
離
を
目
的
と
し
た
宿
泊
療
養
、
食
料
支
援
、
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
は
終
了
し
ま
す

◇ 

同
居
家
族
に
自
宅
待
機
な
ど
の
行
動

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
あ
る

と
き
は
医
療
機
関
の
受
診
か
、
検
査

キ
ッ
ト
に
よ
る
自
己
検
査
を

◇ 

自
宅
療
養
中
に
症
状
が
悪
化
し
た
と
き
は
、
か
か
り

つ
け
医
か
コ
ロ
ナ
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
鹿

児
島
☎
050
・
３
３
１
０
・
９
７
０
６（
24
時
間
対
応
）

へ
相
談
を

移
行
後
も
感
染
症
対
策
の
継
続
を

◇ 

引
き
続
き
、手
洗
い
や
換
気
な
ど
の
感

染
症
対
策
の
徹
底
を

◇ 

検
査
キ
ッ
ト
や
解
熱
鎮
痛
剤
の
準
備
、

食
料
の
備
蓄
を

　
太
陽
光
か
ら
採
火
し
た
火
を
３
つ
に
分
け
、

県
内
全
市
町
村
を
３
コ
ー
ス
で
巡
回
す
る「
炬

火
リ
レ
ー
」。
薩
摩
コ
ー
ス
の
最
後
を
飾
る
、本

市
で
の
炬
火
リ
レ
ー
の
走
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

対
　
象   

本
市
に
住
所
が
あ
る
小
学
生
以
上

の
人
で
、
ト
ー
チ（
約
800
ｇ
）や
国
体

旗
な
ど
を
持
ち
、
１
区
間（
400
ｍ
程

度
）を
４
分
程
度
で
完
走
で
き
る
人

 　
　
　

  

※ 

体
調
不
良
な
ど
で
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
と
き
に
、
代
わ
り
に
参

加
で
き
る
人
が
い
る
こ
と

 　
　
　

  

※ 

区
間
や
、
何
を
持
っ
て
走
る
か
は

実
行
委
員
会
で
決
定

 

日
　
時  

８
月
26
日（
土
）10
時
〜
12
時（
予
定
）

 

場
　
所  

中
央
公
園
〜
鹿
児
島
中

 　
　
　

  

央
駅
前
ア
ミ
ュ
広
場

 

定
　
員 　
190
人
程
度

 

料
　
金  

無
料

 

申
し
込
み   

申
込
書
を
郵
送
か
、
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
５
月
８
日
〜
６
月
２
日（
必

着
）に
〒
892

－

８
７
９
９
鹿
児
島
東

郵
便
局
留
鹿
児
島
市
炬
火
リ
レ
ー

運
営
事
務
局
☎
201
・
７
１
８
８
へ昭和47年の太陽国体でも、本市などで炬火

リレーを行いました

貴重な機会ですので、参
加して思い出を作りませ
んか。ご応募お待ちして
います！

225

●
NHK

●
山形屋

市役所
●

●ドルフィンポート
　 跡地

●
センテラス

●中央警察署

●松原小

●キャンセビル

●
マルヤ
ガーデンズ

中央公園

アミュ広場

鹿児島中央駅
●

高見馬場

加治屋町

天文館

いづろ

桟橋通り

GOAL

START

●かごしま県民交流センター

10

3 3

炬
火
リ
レ
ー
マ
ッ
プ

申し込みフォーム

鹿児島らしいデザイン
のトーチです

街中を駆けて思いをつなごう！

かごしまフォロワー
かごフォロ

NPO法人かごしまフィルムオフィス
専務理事　西田 建一 さん

【広報課☎216-1133D216-1134】

動物ふぁいる No.70
生き物ずかん

かごしま水族館
イシダイ

【かごしま水族館☎226-2233D223-7692】

学芸員オススメ！No.88
市立美術館の逸品

十二代沈
ち ん

壽
じ ゅ

官
か ん

『錦
にしき

手
で

人形置物』
【市立美術館☎224-3400D224-3409】

　イシダイは「タイ」と名の付く魚ですが、マダイの仲間ではありま
せん。日本では、北海道以南や南シナ海の沿岸に生息し、錦江湾で
もよく見られます。幼魚の時は砂地の浅瀬や防波堤などでもよく見
られ、成長すると60㎝ を超える大きさになり、岩の隙間を好みます。
　４～７月ごろに産まれる稚魚は、動物プランクトンを食べなが
ら育ちます。幼魚の時は７本の太い横しま模様がくっきり見え
ることから、英名で「 Striped beakfish（しまの、くちばしがある
魚）」と呼ばれます。大きくなると海底に生活の場を移し、クチバ
シのような強い歯を持つことから、甲殻類のほか貝類、ウニやサ
ザエなどの硬い殻も割って食べることができるようになります。
　堂々とした姿から磯の王者と呼ばれ、引きの強さから磯釣りで
人気があり、熱狂的なファンも多いです。当館では４階の錦江湾
水槽で展示していますので、たくましい顔つきで力強く泳ぐ様子
を、ぜひ観察してみてください。

予約から支払いまでオンラインで簡単に

2023年（令和５年）５月号トピックス5 かごしま市民のひろばかごしま市民のひろば

ひろばサポーターがゆく 市公共施設予約システム

【デジタル戦略推進課☎216-1115D216-1117】

　子どもの頃から絵を描くのが好きで、大学では鹿児島を離れ舞台美
術を中心に学びました。就職後、建築について勉強してみることを勧めら
れ、それがきっかけで鹿児島に帰ってきました。当時、知人から鹿児島で
ロケをしたいと相談があっても、なかなか受け手がいない状況でした。鹿
児島にそういった役割を担う者が必要と感じ、仲間と一緒に鹿児島をロ
ケ地とする作品の映画制作に携わり始めました。当初はロケの誘致が中
心でしたが、最近では「鹿児島の物語を鹿児島で撮影する」という姿勢の
もと、私から脚本づくりなどの提案をすることも増えてきています。
　鹿児島は、港町だということが意外と知られていないので、ロケ地
で提案するシーンは、海辺の町であることや、桜島が日常生活の中に
ある町だということを強調しています。
　今後は国内のみならず、海外にもより目
を向けて誘致をしていきたいと考えていま
す。フランスのカンヌは映画祭もあるので
世界的に有名ですが、実は鹿児島よりも
規模の小さい都市なんです。活火山桜島と共生している
というインパクトを売りに、鹿児島をもっと世界中にアピ
ールしていきたいです。
（インタビューの詳細は広報課インスタグラム「カゴシマファン」などでチェックを）

　薩摩焼の一つである白薩摩は、かつての藩の御用品です。なか
でも錦手は、金泥や鮮やかな色絵具で絵付けされた陶器で、藩主
のみが取り扱えた貴重品でした。明治に入り海外で人気を博する
と、民営の窯で焼かれて盛んに輸出されるようになりました。
　この作品は、捻

ひね
り物

もの
と呼ばれる置物細工です。片膝を立てて座

る男性のもの思いにふける表情や、衣服の質感、指先やひもの細
部まで精巧に表現されています。江戸時代までは観音などの聖人
像が主流でしたが、明治半ばからは、日常の一場面や動植物を表
したユニークなものが登場し、本作もそうした潮流の中で生まれ
ました。
　作者は幕末から明治を生きた、十二代沈壽官。浮き彫りや錦手
を得意とし、白薩摩の透かし彫りの技術を開発しました。明治６
年のウィーン万博では、出品作品が賞賛されるなど、国外でも高
い評価を確立し、海外販路の拡大に大きく貢献しました。

海外で人気を博した白薩摩

　広報紙「市民のひろば」３月号で特集された「市公
共施設予約システム」。私も普段から公共施設を利用
していますが、毎月施設へ足を運び、翌月の予約をし
ていました。このシステムで、より簡単にオンライ
ン予約ができるようになったとのことで、早速使ってみました。
　まずは利用者登録。難しい項目もなくスム
ーズに登録できました。必要な時にシステム
を使えるよう、前もっての登録がお勧めです。
　登録後に発行されるＩＤとパスワードで各
施設の予約ができます。利用する施設を探す
のが大変かと思っていたのですが、地区別、
利用目的別に探せて、とても便利です。
　施設を選択すると空き状況が一覧で表示され、一目で分かりま

す。私は地域公民館を利用するので、希
望の部屋を選択し、使用目的や人数な
どを入力して申し込み完了。約５分で
終わりました！ 申し込み後の抽選や、
利用料の窓口での支払いが必要な施設
も一部あるそうですが、基本的に全て
オンラインで完了します。
　今まで通り施設で直接予約すること
もできますが、これを機に、積極的にオ

ンラインを活用してみてはいかがでしょうか？ 利用
の予定がない方も「こんな施設も予約できるんだ」
という新しい発見がありますので、試しにシステム
をのぞいてみるのも楽しいですよ。

ひろばサポーター
伊藤

撮影現場を見守る西田さん（右）

　本市出身で、鹿児島のフィルムコミッ
ション(映画やテレビ番組のロケ地に誘
致する団体)として、本市の魅力を国内
外に発信している西田建一さんにお話を
伺いました。

市公共施設
予約システム


